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　農業改革の３つの柱としての農業改革を断行するとした規制改革会議の意見を踏まえて、農業委員の選出
方法の見直しや推進委員の新設など、農業委員会法・農協法・農地法の一部を改正する一括法案が８月 28 日
の参院本会議で可決・成立しました。この度の改正農業委員会法の主な内容は、農業委員会の選出方法の見
直しや農地利用最適化推進委員の新設、農地中間管理機構との連携のもと、農業委員と推進委員が一体となっ
て農地利用最適化の推進に全力を挙げることが、農業委員会が果たすべき最大の使命とするものです。
　1951 年に発足した農業委員会組織制度の大転換といわれていますが、この改正法は来年４月１日に施行さ
れることになっています。今後、法施行に向けて新たな制度の確立と運用が課題といえます。

　農業改革の３つの柱としての農業改革を断行するとして一括法案が可決されました。この結果、
1951年に発足した農業委員会組織制度は大転換を迎えることになります。以下、その概要をお知らせ
します。

改正農業委員会法が成立！！

◇農地利用の最適化（担い手への集積・集約化、耕作放棄地の発生防止・解消、新規参入の促進）を促進
◇農業委員会の選出方法を公選制から市町村長の任命制に変更（第８条）農地利用最適化推進委員の新設
◇農業委員会をサポートするため、都道府県段階及び全国段階に、農業委員会ネットワーク機構を指定

農業委員会等に関する法律の改正の概要

改正前の農業委員
農業委員は公職選挙法を準用した
農業者の選挙で選ばれた選挙委員
と、市町村長から選任された選任
委員で構成

改正後の農業委員
◎選出方法の変更
◇市町村長から任命される農業委員
◇�農業委員会が委嘱する農地利用最適化推進委員
で構成

農業委員の選出・選任方法が変わります！！

改正

　

現
在
の
農
業
委
員
会
は
、
選
挙
委
員
11
名
、

選
任
委
員
４
名
の
委
員
総
数
15
名
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

農
業
地
区
か
ら
農
業
に
携
わ
る
人
が
選
挙

制
度
の
も
と
協
議
等
に
よ
り
選
出
さ
れ
、
農

業
村
落
共
同
体
（
地
域
密
着
型
）
の
農
業
の

代
弁
者
と
し
て
、
し
っ
か
り
と
そ
の
役
割
を

果
た
し
て
き
ま
し
た
。
改
正
法
が
施
行
さ
れ

て
も
現
在
の
任
期
の
平
成
29
年
７
月
19
日
ま

で
継
続
さ
れ
ま
す
。

◇�

農
業
委
員
は
市
町
村
議
会
の
同
意
を
要
件

と
す
る
市
町
村
長
の
任
命
制
で
、
認
定
農

業
者
の
過
半
を
原
則
と
し
、
農
業
者
以
外

の
者
を
１
人
以
上
入
れ
る
。

◇�

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
は
推
薦
・
公

募
を
経
て
、
農
業
委
員
会
が
委
嘱
す
る
。

◇�

農
業
委
員
及
び
推
進
委
員
の
定
数
は
条
例

で
定
め
る
。



戸
切
地
区
で
親
元
就
農�

岡
垣
町
戸
切
在
住
　
石い
し

田だ

　
健け
ん

太た

さ
ん
（
28
）

　「
家
族
や
地
域
の
み
な
さ
ん
に
感
謝
し
な
が
ら
！
」

生
い
立
ち　

岡
垣
町
認
定
志
向
農
業
者
連
絡
会
現
会
長
の
石
田
伸
一
さ
ん
の
二
男

と
し
て
生
ま
れ
、
岡
垣
町
で
成
長
、
高
校
卒
業
後
、
福
岡
県
農
業
大
学
校
で
二
年

間
勉
強
後
、
福
岡
県
農
業
試
験
場
野
菜
科
で
一
年
間
勉
強
、
そ
の
後
、
福
岡
県
農

業
会
議
で
三
年
間
働
か
れ
、
平
成
24
年
３
月
に
退
職
、
そ
の
後
、
親
元
就
農
さ
れ

ま
し
た
。

就
農
の
動
機　

高
校
生
ま
で
は
、
普
通
科
コ
ー
ス
で
き
ま
し
た
が
、
将
来
は
農
業

大
学
校
に
行
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
一
番
の
動
機
は
、
家
が
農
家
だ
っ
た
と

言
う
事
で
す
。
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
家
業
の
農
業
を
見
て
き
て
小
学
校
の
作
文
に
は
、

将
来
農
業
を
し
た
い
と
書
い
て
い
ま
し
た
。

農
業
に
携
わ
っ
て
み
て　

農
業
は
思
っ
た
と
お
り
に
は
出
来
な
い
。
し
か
し
、
農

作
物
を
作
る
こ
と
は
楽
し
い
と
思
い
ま
す
。
自
分
が
食
べ
た
い
作
物
を
作
れ
ま
す
。

日
々
勉
強
で
す
。
父
と
の
農
作
業
の
中
で
い
ろ

い
ろ
話
を
し
た
り
、
地
域
の
農
業
者
の
諸
先
輩

方
と
付
き
合
っ
て
い
く
中
で
い
ろ
い
ろ
な
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。
今
の
問
題
点
は
、
中
山
間
地

な
の
で
、
有
害
鳥
獣
が
多
く
、
困
っ
て
い
ま
す
。

生
産
の
面
で
も
不
利
な
点
が
多
く
、
行
政
の
支

援
が
、
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

将
来
に
つ
い
て　

水
田
の
面
積
拡
大
と
、
経
営

的
に
は
、
顧
客
販
売
な
の
で
、
野
菜
の
種
類
の

拡
大
、
出
来
れ
ば
、
野
菜
の
高
設
栽
培
に
取
り

組
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
早
く
い
い
出
会

い
が
あ
り
結
婚
し
て
、
家
族
み
ん
な
で
、
農
業

を
し
た
い
で
す
。 新

　
規
　
就
　
農
　
者
　
紹
　
介

農業委員と農地利用最適化推進委員の連携
農　業　委　員　会

農　業　委　員 農地利用最適化委員

◎�委員会に出席し、審議して、最
終的に合議体として決定するこ
とが主体

○�農地利用の最適化の推進に関す
る指針の作成・変更

○�農地利用の権利移動の許可、農
用地利用集積計画の決定

○�農地転用許可にあたって具申す
べき意見の決定

○�農地利用の最適化施策の意見の
決定

◎担当地域において、現場活動を行う

○推進委員として意見

○指針を踏まえて現場活動

○推進委員として意見

○推進委員として意見

連　携

意見必聞

出席要請

連　携連　携

出　席

農地中間管理機構



　

今
年
も
生
産
者
と
消
費
者
の
交
流
の
輪
を
広
げ
る
取
り

組
み
の
一
環
と
し
て
、
10
月
10
日
に
「
枝
豆
狩
り
体
験
」

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
好
天
の
中
、
約
３
０
０
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
は
〝
ま
る
ま
る
と
太
っ
て
き
れ

い
で
す
ね
〟〝
参
加
し
て
よ
か
っ
た
〟
な
ど
感
激
さ
れ
る
方

も
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。

　

枝
豆
づ
く
り
は
、
例
年
、
認
定
農
業
者
の
農
業
委
員
が

中
心
と
な
っ
て
生
産
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
年
の

出
来
栄
え
は
極
め
て
好
評
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

帰
り
際
に
〝
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
〟〝
来
年
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
〟
な
ど
枝
豆
の
出
来
栄
え
を
愛
で
、

感
謝
と
お
礼
の
言
葉
を

い
た
だ
く
一
日
と
な
り

ま
し
た
。

　

残
念
だ
っ
た
こ
と
は
、

マ
ナ
ー
を
守
ら
な
い
参

加
者
が
い
た
こ
と
で
す
。

　

尚
、
収
益
金
の
一
部
を

被
災
地
に
寄
付
し
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
で
は
、
今

後
も
消
費
者
と
の
交
流
の

輪
を
広
げ
る
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

深
田
　
明
俊

　

一
年
経
つ
の
は
早
い
も
の
で
す
。

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
10
日
余
り
と
な

り
ま
し
た
。

　

今
年
は
「
農
業
委
員
会
法
の
改
正
」

「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
大
筋
合
意
」等
、農
家
に
と
っ

て
関
心
事
の
多
い
年
で
し
た
。

　

変
革
期
を
迎
え
る
こ
と
で
、
生
産

者
み
ん
な
で
、
消
費
拡
大
に
向
け
て

努
力
し
、
消
費
者
に
安
全
・
安
心
な

国
産
農
作
物
へ
の
理
解
を
深
め
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
し
ょ
う
。

　

私
も
、微
力
な
が
ら
精
一
杯
頑
張
っ

て
い
き
ま
す
。

編
　

集
　
後
　

記

編
　

集
　
後
　

記

―
農
業
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
―

　
農
地
の
売
買
・
貸
借
・
転
用
の
申

請
手
続
き
は
農
業
委
員
会
へ

　
申
請
締
切
日
は
毎
月
20
日
で
す

☎
０
９
３

－

２
８
２

－

１
２
１
１

発
行
責
任
者

　
　

会　
　

長　

田
原　

一
男

編
集
委
員
会

　
　

委　
員　
長　

俵
口　

和
義

　
　

副
委
員
長　

神
屋　

種
義

　
　

委　
　

員　

麻
生　

孝
子

　
　

委　
　

員　

刀
根　

基
光

　
　

委　
　

員　

広
渡　

輝
男

　
　

委　
　

員　

深
田　

明
俊

表紙のテーマ：収穫の秋・自然を体感！！

秋
の
恵
み
を
収
穫

　

９
月
３
日
、
春
日
市
の
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
で
開
催
さ
れ

た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
『
男と

女も

に
築
く
い
き
い
き
農
業
』
に
参
加

し
ま
し
た
。

○
鞍
手
町
農
業
委
員　

日
高
ゆ
か
り
氏
の
活
動
報
告

　

学
校
給
食
へ
の
地
元
農
産
物
の
導
入
や
地
域
特
産
の
大
豆

で
小
学
生
を
対
象
に
農
作
業
等
の
体
験
学
習
を
実
施
し
、
一

年
を
通
し
て
食
育
活
動
に
力
を
注
い
で
お
ら
れ
、
今
後
も
続

け
て
い
き
た
い
と
力
強
く
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

○
熊
本
県
立
大
学
総
合
管
理
部
教
授　

石
橋
敏
郎
氏
の
講
演

　

バ
リ
バ
リ
の
熊
本
弁
で
の
講
演
で
会
場
か
ら
笑
い
の
渦
が

ま
き
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
う
い
っ
た
中
、「
男
女
が
共
に

学
び
、
共
に
働
き
、
共
に
育
て
、
分
か
ち
合
い
、
支
え
合
っ

て
生
き
て
い
く
農
業
の
実
現
を
目
指
し
て
、
男
性
も
女
性
も

み
ん
な
で
勉
強
し
よ
う
」
と
い
き
い
き
し
た
農
業
へ
の
取
り

組
み
を
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

農
業
委
員
会
の
活
動
報
告

　

農
業
経
営
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
、
不
在
地
主
の
存

在
等
か
ら
荒
廃
農
地
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

岡
垣
町
農
業
委
員
会
は
、
毎
年
、
農
地
の
利
用
状
況
を
把

握
し
、
利
用
意
向
調
査
等
の
対
応
を
行
な
う
た
め
、
農
地
利

用
状
況
調
査
を
実
施
し
て
お
り
、
２
月
か
ら
順
次
現
地
調
査

を
行
い
ま
す
。

農
地
利
用
状
況
調
査
を
実
施
し
ま
す


